
総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

○

態度・志向性(人間力)
【　　】

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○

汎用的技能
【　論理的思考力　】

◎

総合評価割合 50 50

学習・教育到達目標 （E） JABEE基準１（２） (d)-(2)

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

到達目標
②

最適化問題を多方面の工
学的手法に応用することが
出来る

最適化問題がどのような
場面で扱われるのかを
把握できる

最適化問題の基本事項
は理解できる

最適化問題を全く理解で
きない

到達目標
③

やや複雑な計算を理解でき
る

線形代数や解析の計算
全般を理解できる

一次関数、二次関数が
理解できる

数学を全く理解できない

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

計算だけでなく、グラフを書
いたりして最適な部分を求
めることが出来る

やや複雑な計算を理解
できる

計算の例題を解くことが
できる

最適化に不可欠な数学
（微積分、偏微分）の計
算を理解できない

後期 45 時間

担　当　教　員 【常勤】講師　挾間　雅義

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

後期の経営工学では、最適化理論について講義する。最適化理論は、工学、統計学、経済学、経営学な
どに幅広い応用をもっている。そのため、数学的知識が要求されるため、やや難しい内容である。後期の
到達目標は、最適化問題が理解できる。具体的な計算ができるようになる。教養で学ぶ数学を復習しなが
ら、最適化を理解することである。

第5学年 経営情報学科 学修 1単位 必修 講義

科目名 経営工学ⅡB（Management Engineering ⅡB）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数



学　習　上　の　留　意　点

最適化理論を学習するにあたっては、数学的な手法がメインなので、数学が苦手、数学嫌いの場合、かなり難しいかも知れない
が、数学を理解するのではなく、この手法が問題を解決するためにどのような役割を果たしているのかを理解することである。
テキストは一切使用せず、教員オリジナルの配布資料で分かりやすく解説するので、毎週、きちんと復習すればなにも心配する
ことはない。関連科目として数学全般の基本的部分（例えば、微分、積分の計算）の知識が必要である。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

課題とは別に演習プリントを配布しますので積極的に取り組んでください。この授業は配布資料が多いので各自で、クリアファイ
ルを準備しておくとよい。基本情報処理技術者や統計検定1級、数学検定1級などの資格を取得を目指してみるのもよい、興味
がある人は資格対策の補習をするのでいつでも研究室へお越しください。なおレポート（課題）は12回あります（前半6回、後半6
回）です。

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 経営工学ⅠA、経営工学ⅠB、経営工学ⅡA

教科書 特に指定しない

補助教材等
授業プリント、例題プリント、演習プリント、課題、試験前は試験対策プリントの計5種類のプリントを配布す
る



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

総　学　習　時　間　数 45 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 15 時間

前期末試験

試験返却・解答解説 ・試験問題の解説で間違った箇所を理解できる

4.制約つき最適化問題
・等式制約が一つの場合
・曲線上の増減表
・ラグランジュの未定乗数法
・2次の最適性必要条件
・不等式制約条件

・制約つき最適化問題の概念、計算方法を理解
できる

（予習）
どのような場面で適用
できるかを理解するこ
と　　　　　　（復
習）
客観的に意思決定が出
来る長所、短所を理解
すること

・試験準備 ・後期で学んだ授業の内容を把握できる

2.凸関数
・凸関数の定義
・ヘッセ行列

・凸関数の概念や計算を理解できる （予習）
数学のテキスト
（復習）
課題や授業終了後の練
習問題にて理解するこ
と。

3.最適化問題
・制約なし最適化問題
・一次の最適性条件
・二次の最適性条件

・制約なし最適化の概念を理解できる
・1次の最適性条件および二次の最適性条件の
概念を理解できる

（予習）
数学のテキスト
（復習）
課題や授業終了後の練
習問題にて理解するこ
と。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

0. ガイダンス
1. 数学的準備
・多変数関数
・微分と偏微分

・授業の進め方、評価方法について理解できる
・最適化問題を解くために必要な数学的手法を
理解することが出来る

（予習）
数学のテキスト
（復習）
課題や授業終了後の練
習問題にて理解するこ
と。

・テイラーの定理
・積分

・ベクトルと行列
・固有値と固有ベクトル


